
めあて－まとめ・振り返りの徹底化シリーズ 

           －全員が主役になる授業づくり①－ 

＜笠井調査官より＞ 
 ポイント１ 説明する力を付けるためには、子供自ら図がかけるようになることが大切 
 ポイント２ 友達が図をかきながら説明するのを聞いて、理解を深めることが大切（聞き手を育てる） 

 例えば、校内授業研究会で、授業を提供してくださる先生はもちろん、参加された先生が指導力を付け
ることをねらってみてはいかがでしょうか。授業後半で一部の子供たちの発表を誰もが理解できるよう、何
人かが復唱する、ペアで誰もが言えるか確認するといった手立てを全職員が授業で徹底するだけでも、１
単位時間で付けるべき力が付き、定着につながるのではないでしょうか。 

全国学力・学習状況調査 算数Ａ問題より 

 小数の除法の問題
場面において、二つ
の数量の関係を数直
線に表すことができ
るかどうかを見る問
題です。 

まとめたことを 
使って問題を解く 

授業後半を充実させる 全員アウトプット 全員が主役になる授業 

この図から、□ｇを1と見たと
きの0.4にあたる重さが60ｇで
あることが分かります。 

 子供たちが自分の力で図を
かき、問題を解くために使う
ことができるようになるため
には、日々の授業でどのよう
な指導が必要でしょうか？ 

☆全員アウトプットすることで定着を図るために、指導事項を明確にして、導入をコンパクトにするなど授業 
  後半に時間をかけることができるようタイムマネジメントすることも大切です。 

          数直線と目盛りを入れた図を用意し、発表者 が図をかきながら説明できるようにする。 ポイント１  

 ５月１０日に笠井調査官をお招きして、西部地区の課題に対する方策を話し合う協議や講演会を開催しま
した。その中で、身に付けるべき力をどう定着につなげていくか、授業後半を充実させる具体的な手立てに
ついて御指導いただきました。今月は、今年度の全国学力・学習状況調査 算数Aの問題を例に一人一人
が図を書けるようにするための手立てについて考えてみたいと思います。 

ポイント２ なぜ、その数字が入るかを問う 

ポイント３ 図が表す数量関係をアウトプットする 

例えば□ｇを1と見たとき、0.2mの重さ
が40ｇならどんな図になりますか等、
数値を変えて問うことも有効です。 

0.4倍 

0.4倍 

①数直線と目盛りを入れた図を用意する。 
②発表者は、図に数値を入れながら説明する。 
③聞き手は、図のどこにどんな数を入れれば 
  よいのか視点を持って説明を聞く。 

・何を1と見たのですか？ 
・0.4はこの図のどこですか？ 
問うことで、聞き手が図のかき方を理
解できるようにします。 

・自分の言葉で言えますか？ 
・数字を変えても図がかけますか？ 

自分の言葉で説明できるか確認し、各
自がノートにかいたり、ペアやグループ
で確認したりすること（全員アウトプッ
ト）も有効です。 
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□の0.4倍が60
ｇなので、
□×0.4=60と
表せます。 

 図をかきながら説明してください。 
   まず、どこにどんな数字が入りますか？ 

◇何を１と見ているか？ ◇0.4や60をこの図のど
こにかけばよいのか？等、説明を聞く視点を聞き手
に与えることが理解を深めることにつながります。 

            図の中の数字の意味について改めて聞き手に問う ポイント２  

◇Aさん（発表者）は、何を１と見たのですか？ 
◇60と0.4は何を表していますか？ 
◇この図から分かることをAさん（発表者）と同 
     じように言えますか？ 

例えば「Ａさん（発表者）の言ったことを
言えますか？」と数人に聞いた後、ペ
アやグループで自分の言葉で言えるか
確認（全員アウトプット）することで聞き
手も主役となることができます。 
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１ｍあたり
の重さ□ｇ
を1と見ます。 

0.4ｍの重さ
が60ｇです。 
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